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Ⅰ．調査実施概要 
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本年度の調査実施概要 

【インターネットアンケート調査 回収数】 

Ⅰ．調査実施概要 
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（参考）調査対象地域の設定  
Ⅰ．調査実施概要 
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■ 継続性の観点から、2009年度/2010年度調査と同様の地域を対象とした（下図参照）。 

■ なお、本調査の全国の男女・12歳～69歳の人口（約9,086万人）を対象とする。当該人口につい
て、各年代及び地域ブロックにおける構成比を基にウェイトバック集計を行っている。 

 

 



Ⅱ．市場概要 
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■新品CD購入率は29.4%、有料音楽配信・着うたフル購入率は12.1%。、CDレンタル率は
21.6％。 

Ⅱ．市場概要 

ＣＤ購入・レンタル利用・インターネット有料音楽配信購入の構造 
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■CD(セル)市場、有料音楽配信市場は30代～40代のシェアが最も高い。 

■着うたフル市場は、若年層と30代～40代のシェアが拮抗。 

年代別 推定マーケットシェア 
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Ⅱ．市場概要 



■利用率（1以上購入・レンタル）ではいずれのメディアにおいても減少。購入数では、
新品CD（アルバム、シングル）、有料音楽配信（シングル）、着うたフルが増加。 

ＣＤ購入・レンタル率、平均購入数 
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Ⅱ．市場概要 



■全般的に男性の若年層・50代以上のユーザーの平均購入数量が増加。 

■新品CD購入は、高校生と50代以上が上昇。 

■レンタルは男性が減少、女性が上昇。 

■有料音楽配信（アルバム）と着うたフルはほとんどの年代で減少したものの、有料音楽
配信（シングル）では男性が上昇傾向。 

各メディアの利用率の推移 
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Ⅱ．市場概要 



Ⅲ．購入楽曲のジャンル 
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■購入したアルバムのジャンルは日本のポップスが最も多い。 

Ⅲ.購入楽曲のジャンル 

購入した新品ＣＤアルバムのジャンル 
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Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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購入した新品ＣＤアルバムのジャンル：性年代別① 
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購入した新品ＣＤアルバムのジャンル 
Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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購入した新品ＣＤアルバムのジャンル：性年代別② 
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■購入したシングルのジャンルでは、日本のポップスが最も多いものの、昨年より減少。 

購入した新品ＣＤシングルのジャンル 
Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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ベース: 新品CDシングル購入者 
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Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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購入した新品ＣＤシングルのジャンル：性年代別① 
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購入した新品ＣＤシングルのジャンル：性年代別② 
Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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■有料音楽配信の購入ジャンルで最も多いのは、日本のポップスで約6割、次いで海外
のポップスで約2割。 

購入した有料音楽配信のジャンル 
Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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購入した有料音楽配信のジャンル：性年代別① 
Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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Ⅲ.購入楽曲のジャンル 
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購入した有料音楽配信のジャンル：性年代別② 



Ⅳ．音楽の認知・購入経路 
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購入における未知アーティストの割合 

■新品CDと有料音楽配信では、ともに「未知アーティスト※1 」対                
「既知アーティスト※2 」の比率は約4：6。 

■着うたフルでは、「未知アーティスト」の占める割合が50％超。 
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Ⅳ. 音楽の認知・購入経路 



未知アーティスト購入のきっかけ 

■無料動画配信サイトの位置付けが急上昇。コンサート・ライブイベントは限定的では    
あるが、新品CD、着うたフル・音楽ファイルの両方で10位となった。 

22 

Ⅳ. 音楽の認知・購入経路 



未知アーティストの新品CD購入のきっかけ（性年代別） 

■若年層は無料動画配信サイトが最も高く、30代以上はテレビ（CM／番組）が上位。 
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Ⅳ. 音楽の認知・購入経路 



Ⅳ. 音楽の認知・購入経路 

■若年層を中心に、30代以上においても無料動画配信サイトが従来のテレビのポジション
に食い込んでいる。 
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未知アーティストの音楽ファイル購入のきっかけ（性年代別） 



Ⅴ．音楽の聴取実態 
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  Ⅴ.音楽の聴取実態 

音楽を楽しむために利用したサービス 
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■音楽の楽しみ方では、YouTube等の無料動画配信サイトが最も利用率が高く、次いで
ラジオが多い。全般的に昨年より利用率が高くなっており、音楽の楽しみ方の多様化が
進んでいることがうかがえる。 
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■音楽視聴で最も使われている機器は、家の中・外ともに、デジタル携帯オーディオプ
レーヤー。  

  Ⅴ.音楽の聴取実態 

音楽の視聴機器 
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■音源のデジタル保存率は6割強で一人あたり平均でアルバム約100枚をデジタル化。 
■ユーザーセグメント別では、無料聴取層は動画配信サイトからの無料入手ファイルが
最も多い。 

  Ⅴ.音楽の聴取実態 

デジタルライブラリの状況 
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Ⅵ．音楽消費の変化に関する 

要因分析 
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■有料聴取層の減少、無料聴取層の増加傾向が継続。有料聴取層の減少は、      
特に40代で顕著。 

ベース：全対象者 

聴取層別セグメント構成 
  Ⅵ.音楽消費の変化に関する要因分析 
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有料聴取層： 

 「音楽を聞くために、音楽商品を購入したり、お金を   

 支払ったりしたことがある」 

無料聴取層： 

 「音楽にお金を支払っていないが、新たに知った楽曲も 

 聞いている」  

無関心層(既知楽曲のみ)： 

 「音楽にお金を支払っておらず、以前から知っていた楽曲   

 しか聴いてない」  

無関心層： 

 「音楽にお金を支払っておらず、特に自分で音楽を聴こう 

 としていない」 



■有料聴取層の直近の購入減少理由は「現在所有している音楽で満足している」が         
約4割で最も高く、次いで「金銭的な余裕が減った」が3割弱。 

有料聴取層の購入減少要因 
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  Ⅵ.音楽消費の変化に関する要因分析 



■無料動画配信サイト等を通じた視聴が、音楽の「購入（所有）」を代替しているこ
とが、無料聴取層における非購入の最も大きな要因。 

ベース：無料聴取層 

無料聴取層の非購入理由 

32 

  Ⅵ.音楽消費の変化に関する要因分析 



■無料聴取層・無関心層においても、音楽との多様な関わり方・接し方が根付いており、本当
の無関心層は全体のわずか5％未満とみなすことができる。様々な角度からユーザーの関心を  
高める施策が必要。 

音楽との関わり方・接し方 
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  Ⅵ.音楽消費の変化に関する要因分析 



音楽に費やすお金の減少要因 
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  Ⅵ.音楽消費の変化に関する要因分析 



音楽に費やす時間の減少要因 
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  Ⅵ.音楽消費の変化に関する要因分析 



Ⅶ．ライブ・コンサートに係る
ユーザー動向 
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■ライブ・コンサート参加率は、全体平均で約3割。女性では全年代層において高い。 

■ライブ・コンサート参加層のうち約4割は、CD・有料音楽配信を非購入。 

ライブ・コンサート参加者の特徴 
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 Ⅶ.ライブ・コンサートに係るユーザー動向 



■ライブ・コンサート会場での関連商品・グッズへの平均支出額は、約6千円/年、
CD・DVD購入は約1500円/年。 

ライブ・コンサート支出状況（関連商品・グッズ等） 
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 Ⅶ.ライブ・コンサートに係るユーザー動向 



■CD販路としてのライブ・コンサート会場は、実店舗・ECサイトとの比較では限定
的ではあるものの、ライブ参加層に対しては重要な販路となっている。 

CD販路としてのライブ・コンサート会場等 
 Ⅶ.ライブ・コンサートに係るユーザー動向 
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